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既設擁壁（小規模増し積み）の調査報告書 

建築物が近接する擁壁について、次のとおり、報告します。 

 

建築主事様 

                          年   月   日 

建築主  住所 

氏名                    

          電話番号 

調査者資格 

氏名 

資格  （  ）級建築士 （    ）登録第（      ）号                             

氏名                          

事務所名 

敷地の地名地番  

擁壁の位置、種類 敷地       側、           造擁壁 

＜既存擁壁の確認事項＞          調査日     年    月    日 

下記項目を確認の上、該当する場合は□にチェックを入れてください。（該当：□） 

□ 擁壁の種類が練積み造、重力式、もたれ式、鉄筋コンクリート造のいずれかである。 

□ 擁壁の高さは２ｍを超えている。 

□ 擁壁にクラックやはらみがないことが目視で確認できる。 

□ 擁壁に、３㎡以内ごとに内径７５ｍｍ以上の水抜き穴が１か所以上設置されている。

ただし、H12年 5月 31日以前の擁壁は、2㎡以内ごとに内径 50ｍｍ以上の水抜

き穴が 1か所以上設置されていること。 

□ 上部擁壁が小規模である（H2 ≦ ２ｍ かつ H1／３） 

□ 多段擁壁になっていない。 

□ コンクリート版等の突き出しが設けられていない。 

□ 擁壁の上下に土羽等の法面がない。 

□ 付近見取図または周辺の住宅地図を添付済である。 

□ 擁壁の状況が確認できる写真を添付済である。※３ 

擁壁についての総括（いずれかに○をしてください。）※４ 

現況で安定している         現況で安定していない 

所  見  

 

※１ 開発・宅造の記録は、土地利用調整課にお問い合わせください。 

※２ 工作物の記録は、建築指導課で確認できます。 

※３ 添付する写真は、撮影位置・擁壁の状態がわかるよう遠近あわせて撮影してください。 

※４ 「擁壁についての総括」欄で「現況で安定していない」と判断する場合、建築物が擁壁に 

対して安全上支障ないよう計画してください。 


